
『真岡市大産業祭』で自衛隊広報展を開催

自衛隊栃木地方協力本部

と
し
た
展
示
ブ
ー
ス
が
一
堂
に
集
ま
り
各
種
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
。
自
衛
隊
ブ
ー
ス
で
は
、
中

え
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
の
声
が
あ
り
、
晩
秋
で
あ
り
な
が
ら
も
気
候
に
恵
ま
れ
、

機
動
車
と
一
緒
に
ポ
ー
ズ
を
決
め
て
写
真
撮
影
し
た
い
！
」
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
が
多
く
、
撮
影

長
く
、
予
想
以
上
の
人
気
ぶ
り
に
驚
き
ま
し
た
。
来
場
者
の
皆
さ
ん
の
熱
心
な
反
応
や
関
心
に
応

出
展
し
た
。

広
い
展
示
会
場
の
中
で
も
特
に
、
輸
送
防
護
車
が
圧
巻
の
存
在
感
を
放
ち
、
多
く
の
来
場
者
の

た
で
す
」
な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
自
衛
官
の
制
服
試
着
の
体
験
者
か
ら
は
「
軽
装
甲

多
く
の
地
域
住
民
が
自
衛
隊
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄
り
、
各
展
示
を
通
じ
て
自
衛
隊
へ
の
興
味
関
心
を

活
動
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
し
て
い
る
。

が
で
き
た
。
輸
送
防
護
車
を
初
め
て
見
た
と
い
う
男
性
は
、「
と
て
も
大
き
く
頑
丈
で
見
た
瞬
間

察
用
オ
ー
ト
バ
イ
）
を
行
っ
た
ほ
か
、
制
服
試
着
体
験
、
階
級
章
展
示
、
射
的
体
験
、
進
路
相
談

う
車
両
と
聞
い
て
納
得
し
ま
し
た
。
日
本
に
数
台
し
か
な
い
貴
重
な
車
両
を
見
学
で
き
て
よ
か
っ

待
ち
の
長
い
列
が
で
き
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
中
央
即
応
連
隊
員
か
ら
も
「
写
真
撮
影
を
待
つ
列
が

よ
り
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

が
あ
り
、
来
場
者
に
実
際
に
見
て
・
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
自
衛
隊
装
備
品
の
重
要
性
、
迫
力
、

真
岡
募
集
案
内
所
は
、「
実
物
の
車
両
展
示
で
は
、Ｔ
Ｖ
等
で
は
感
じ
取
れ
な
い
迫
力
と
存
在
感

そ
れ
ら
を
操
縦
す
る
自
衛
官
の
日
々
の
訓
練
の
厳
し
さ
等
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
と
思

っ
て
い
る
。
今
後
も
広
報
展
を
活
用
し
、
国
民
の
安
全
を
守
る
た
め
の
自
衛
隊
の
重
要
な
任
務
と

～自衛隊車両が圧巻の存在感、来場者の関心集める～

会
場
で
は
、
銀
杏
も
色
づ
き
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
中
、
市
内
の
産
業
・
商
業
・
農
業
を
中
心

コ
ー
ナ
ー
及
び
家
族
会
に
よ
る
自
衛
隊
グ
ッ
ズ
販
売
等
が
行
わ
れ
た
。

央
即
応
連
隊
（
宇
都
宮
）
の
支
援
を
受
け
、
装
備
品
展
示
（
輸
送
防
護
車
・
軽
装
甲
機
動
車
・
偵

注
目
を
集
め
、
車
両
を
間
近
で
見
学
し
た
来
場
者
か
ら
は
大
き
な
驚
き
と
感
嘆
の
声
を
聞
く
こ
と

に
威
圧
感
を
感
じ
ま
し
た
が
、
緊
急
時
に
海
外
の
邦
人
を
安
全
な
場
所
ま
で
輸
送
す
る
役
割
を
担

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
真
岡
募
集
案
内
所
（
所
長　

古
川
３
陸
佐
）
は
、11
月
23
日
（
土
）、

栃
木
県
真
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
『
第
32
回
真
岡
市
大
産
業
祭
』
に
お
い
て
自
衛
隊
広
報
ブ
ー
ス
を


